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環
境
を
考
え
る
⑩

【
カ
ヌ
l
ス
ポ
ッ
ト
肱
川
】

絶
好
の
力
ヌ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
知
ら
れ
る
肱
川
は
、
休
日
と
も
な

る
と
色
と
り
ど
り
の
力
ヌ
ー
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
肱
川
の
清
く
、
穏
や

か
な
流
れ
は
初
心
者
で
も
大
丈
夫
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
楽
し
み

な
が
ら
、

自
然
を
満
喫
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
。

透
き
と
お
る
川
面
に
オ
ー
ル
を
漕
ぎ
出
せ
ば
、
気
分
爽
快
/
肱
川
は

自
然
の
す
ば
ら
し
さ
、
そ
し
て
大
切
さ
を
や
さ
し
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

市民の動き

平成11年9月30日現在

今月の納税は

( -28) 

( -10) 

( -18) 20，559人女

(-8) 

240.99平方キロメ トル

39，334人

18，775人

14，358世帯世帯数

積面

ロ

男

人
国民健康保険税

第 4 期

納期は11月30日です

今月号のみどころ

09月定例市議会...・H ・H ・H ・...・H ・...・ H ・P2 

0お知らせします市職員の

給与・定員管理等の状況…… P3~5

0 全国鵜飼サミット大洲大会…… P6~7

011月3日(水)開催ノ

おまつり村・おおず浪漫祭…… P8 

0大洲市駅伝大会出場チーム募集……P12 
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広報ああず '99 11月号

9月定例市議会

《新》斎場建設に
9月定例市議会は、 9月8日から21日までの14日間の会

期で開催されました。今議会では、予算関係 3件、条例関

その他7件が係3件、人事案件 2件、議員提出案件 1件、

提出され、審議されました。

提
案
理
由
の
説
明

経
済
企
画
庁
の
地
域
経
済
リ
ポ
ー

ト
に
よ
る
と
、
昨
年
は
「
日
本
列
島

総
不
況
」
と
い
う
厳
し
い
表
現
で
し

た
が
、
本
年
上
期
以
降
は
、
わ
が
国

の
景
気
は
下
げ
止
ま
り
に
ま
で
改
善

の
動
き
が
広
が
り
、
列
島
総
不
況
を

も
た
ら
し
た
悪
循
環
は
断
ち
切
ら
れ

つ
つ
あ
る
と
の
分
析
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
マ
イ
ナ
ス
材
料
が
存

在
し
て
お
り
、
先
行
き
楽
観
で
き
る

よ
う
な
状
況
に
は
程
遠
い
も
の
の
、

明
る
い
話
題
が
出
始
め
た
こ
と
は
歓

迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、

一
日
も
早

い
回
復
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
明
治
維
新
、
戦
後
改
革
に

次
ぐ
大
改
革
と
い
わ
れ
て
い
る
「
地

方
分
権
一
括
法
」
が
、
去
る
七
月
八

日
の
参
議
院
本
会
議
で
可
決
、
成
立

い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
改
革
に
よ
り
、

固
か
ら
地
方
へ
の
権
限
委
譲
が
促
進

さ
れ
、
国
と
自
治
体
は
「
上
下
・
主

従
」
の
関
係
か
ら
「
対
等
・
協
力
」

の
関
係
へ
と
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
協
議
し
な
が
ら
、
こ
の
地

方
に
合
っ
た
政
策
を
自
主
的
に
選
択

が
で
き
、
自
己
の
責
任
で
個
性
的
な

ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、

一
方
で
は
、
自
己
責
任
、

行
政
の
果
た
す
役
割
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
大
き
く
な
る
と
も
い
え
ま
す
。

各
自
治
体
は
、
今
こ
そ
、
量
よ
り

質
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
転
換
を
図

り
、
そ
の
安
定
化
の
た
め
英
知
と
努

力
を
結
集
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
年
度

五
月
に
市
民
各
界
の
代
表
者
で
構
成

し
ま
す
大
洲
市
行
政
改
革
推
進
委
員

会
の
提
言
を
受
け
、
簡
素
で
効
率
的

な
行
政
運
営
の
指
針
と
な
る
「
新
大

洲
市
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
、
英
断
を
も
っ
て
こ
れ
ら

改
革
の
実
現
に
あ
た
る
と
と
を
に
、

「
き
ら
め
き
大
洲
幻
|
肱
川
に
映
え

る
地
域
中
核
都
市
を
め
ざ
し
て
|
」

の
創
造
の
た
め
、
引
き
続
き
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

一
般
会
計
九
億
五
千
二
百
九
十
六

万
八
千
円

特
別
会
計
五
百
九
十
一
万
九
千
円

企
業
会
計
六
千
六
百
五
十
九
万
円

合

計

十

億

二

千

五

百

四

十

七

万
七
千
円

今
回
の
補
正
で
、
予
算
総
額
は
、

三
百
五
億
千
二
百
五
十
四
万
五
千
円
、

昨
年
同
期
と
比
較
す
る
と

0
・
二
%

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

般

A‘ :D: 

計

今
回
の
補
正
で
、
一
般
会
計
の
予

算
額
は
百
六
十
一
億
二
千
九
十
四
万

七
千
円
と
な
り
、
昨
年
同
期
と
比
較

す
る
と
千
九
十
四
万
六
千
円

(
0
・

一
%
)
減
少
し
ま
し
た
。

補正した主な事業費

総 務 費
oコミュ二ティ集会所整備事業費 541万円
。新世代地域ケーブルテレビ施設整備事業費補助金

7，924万円
600万円

《一般会計》

衛生費
o斎場新築事業費 5億100万円
。)'¥尾一本松線整備事業費(斎場周辺地域環境整備事業)

4.910万円
o文書管理システム構築業務費

1.220万円
578万円

費民生
o福祉ゾーン道路整備事業費
o介護保険事業費追加
0特別養護老人ホーム「とみす寮」

建設工事負担金追加

1.400万円
5.000万円

費土木
o市営住宅施設整備事業費追加
。辺地対策事業道路改良事業費

(沼田線・向上畝線)
0市単独都市下水路整備事業費追加
。肱川等治水対策費
0市単独道路改良事業費追加
。市道維持管理費追加

730万円
500万円
475万円

2.800万円
3.000万円

340万円
1.346万円
296万円
73万円

農林水産業費
o市単独土地改良事業補助金追加
o間伐推進緊急対策事業費補助金
oしいたけ生産基盤整備対策事業費補助金
o森林組合合併推進事業関連経費

費消防
o耐震防火水槽整備事業費
0簡易ホース乾燥塔新設等事業費
o大洲地区広域消防事務組合負担金
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商工費
o大洲城天守閣復元寄附啓発用ポスター作成費 28万円
。大洲城天守閣復元木材調達関連経費 3.000万円
。大洲城跡樹木伐採-搬出経費 四8万円
。大洲城天守閣復元基金積立金 300万円
。観光案内標識整備事業費 840万円

661万円
114万円
480万円

教 育 費
oマルチメディア活用方法研究開発事業費追加 291万円
。中学校施設整備事業費 1.700万円
。小-中学校教育教材備品購入費 300百円

※その他の議決事項など、今議会の概要は「おおず市議会だより
No.25Jで詳しく、お知らせします。



3 

広報ああず '99 11月号

~:油@也レ認す
大洲市職員の給与・定員管理等の状況

平成11年 4月1日現在における大別問職員の給与・定員管理等

の状況を、 次のように公表します。 この公表は市民の皆さんに職

員給与等の実態を、正しく理解していただくために行うものです。

(5) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 I (1) 人件費の状況(普通会計決算)
(平成11年4月1日現在)

区 分 経験年数12年 経験年数18年 経験年数26年

大学卒 286，500円 341，080円 428，200円
一般行政職

高校卒 226，400円 275，200円 372.433円

高校卒

技能労務職

中学$ 186，650円 227，133円 292，2∞円

(注)経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、

採用後の年数です。

(6) 一般行政職の級別職員数の状況 (平成11年同 1日現在)

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級 9級 計

標準的な 主事 下級 上級
主査 係長

専門 課長
課長 部長

職務内容 補 主事 主事 員 補佐

人
力入 1人8 2J8 、 1ム1、 4メ0、 3人7 

人 人 人

職員数 17 30 71 331 

% % % % qも % % % % % 

構成比 5.1 23.3 5.4 8.4 23.3 12.1 11.2 9.1 2.1 100 

l年前の % % % % % % % % % % 

S事Eミ，ヒ構成比
5.1 22.7 5.7 7.8 25.4 12.0 11.4 7.8 2.1 100 

考 5年前の % % % % % % % 9も % % 

構成比
9.3 18.4 3.0 16.6 21.7 11.5 9.9 7.5 2.1 100 

(注) 1 大洲市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

2 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務

です。

(7) 昇給期間短縮の状況

内

区 分 dEs3h 呈dt
一 級 技 能
行政職 労務職

職 員 数 A 596人 336人 64人

9年度
普通昇給期間(l2~24月)を

0人 0人 0人
短縮して昇給した職員数B

比 率 B/A 0.0% 0.0% 0.0% 

職 員 数 A 597人 334人 60人

10年度
普通昇給期間(l2~24月)を

0人 0人 0人
短縮して昇給した職員数B

比 率 B/ A 0.0% 0.0% 0.0% 

区分
住民基本台帳

歳出額 A 実質収支 人件費 B
人件費率

人(9参件年考費度率) 
人口(11.3.31) (B/A) 

10年度 39，228人 171億0，849万円 6億2.418万円 33億9，683万円 19.9% 19.4% 

(注)人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

(2)職員給与費の状況(普通会計予算)

給 与 費

区分

給 料 職員手当
期 末

計 B
勤勉手当

11年度 408人 14億4.790万円 2億0，884万円 B億8.712万円 ~3億4，386万円

(注) 1 職員手当には、退職手当を含みません。

2 給与費は、 9月補正後の予算に計上された額です。

(3) 職員の平均給料月額、 平均給与月額及び
平均年齢の状況 (平成11年 4月l日現在)

1人当たり

給与費

(B/ A) 

574万円

一般行政職 妓能労務職

区分

平均 平均
平均年齢

平均 平均
平均年齢

給料月額 給与月額 給料月額 給与月額

大洲市 307，658円 327，282円 38.11歳 257，628円 269，539円 40.11歳

国 322，033円 39. 7歳 286，958円 47.8歳

(4) 職員の初任給の状況 (平成11年4月1日現在)

大 洲 市 国

区 分

初任給
採用 2 年

初任給
採用 2 年

経過日給料額 経過日給料額

一 般 大学卒 174，200円 188，500円 174，200円 188，500円

行政職 高校卒 141，7∞円 151，6∞円 141.700円 151.600円

(注)初任給は、試験の結果に基づいて採用された場合の額です。



広報ああず '99 11月号

(s) 特別職の報酬等の状況 (平成11年4月l日現在)

時間外勤務手当 区 分 給料、報酬等の月額 期末手当

年度 支給総額 職員 1人当たり支給年額
市 長 960，000円

9年度 8，126万円 136千円 (10年度支給割合)

E力 役 745，000円
10年度 9，558万円 160千円

6月 1.6月分

収入役 652，000円

国の制度 国の制度と 12月 1.9月分
区分 内

円官句、
との異同 異なる内容 議 長 480，000円

3月 0.55月分
配偶者16，000円、扶養親族 2人目

副議長 390，000円
まで5，500円、その他2，000円、配 計 4.05月分

扶養
偶者のない職員の扶養親族 1人目 議 貝 357，000円

11，000円、扶養親族でない配偶 同

手当
者を有する職員の扶養親族 1人目

(9) 職員手当の状況
6，500円。一定の年齢の扶養親族

1人につき5，000円を加算。 区 分 大 洲 市 国

持家居住者 10年度支給割合 10年度支給割合

借家居住者一家賃と12，000円の差
について、
国が1，000円 期 末 手 当 勤勉手当

住居 額が11，000円に達するまでその差 (取得後 5年
期末手当 6月期 1.6月分 0.6月分

大市洲
異 以内は2，500

手当 額を支給(支給限度額27，000円) 円)に対し、 12月期 1.9月分 0.6月分
年数にかか 勤勉手当持家居住者-3，500円 わらす3，500 3月期 0.55月分

固同とじ円を支給
計 4.05月分 1.2月分

通勤距離片道 2km以上 交通用具利 職制上の段階、職務の級等による加算措置
用者につい通勤 交通機関利用....運賃相当額 ては、国の (支給率) 自己都合 勧奨-定年

交通用具利用.....運賃相当額の
異

定額方式に
手当 対し定率方 勤続 20年 21.0月分 28.875月分

大洲市
約65% 式を採用 勤 続 25年 33.75月分 44.55月分

勤 続 35年 47.5月分 62.7月分 固と
退職手当

最高限度額 60.0月分 62.7月分 同じ側部門別職員数 の 状 況 と 主 な 増 減 理 由

(11年 3月 その他の加算措置定年前早期退職特別措置
(平成年11年4月1日現在) ( 2%~20%加算)

~ 
職員数 対日リ年

31日現在)
退職時 勧奨退職

主な増減理由
H10 H11 増減数

特別昇給 2号給
議 dzh z 5 5 

1人当たり 自己都合 勧 奨
総 務 62 60 ム 2 退職職員不補充等

平均支給額 310万円 2，701万円
干見 務 20 20 

民 生 152 155 3 介護保険等関係業務摺 (注)退職手当の 1人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る
般

衛 生 18 17 ム 1 欠員不補充 職員に支給された平均額です。

労 働 。 。
農 水 29 30 林業関係業務増 ~ 分 全 職 種

商 工 8 10 2 まちづくり関係業務増
職員全体に占める手当

土 木 35 33 ム 2 欠員不補充 支給職員の割合
50.3% 

計 329 330 
支給対象職員 l人当た

特政 教 ョ"" 82 77 ム 5 給食センタ一等職員委託等 り平均支給額
30，807円同

副1T部F弓 言十 82 77 ム 5 特殊勤務

病 院 158 169 11 看護体制の充実等 手当の種類(手当数) 26 

ノ塁~2計ZL エ 11 手 当
水道 11 

下水道 9 B ム 1 事務の縮小 (10年度) 支給額の多
研究手当(医療)、知的障害者(児)

業部
その他 9 9 い手当

施設勤務手当、老人ホーム勤務
等門 代表的 手当、税務職手当

言十 187 197 10 
主主手当

バE2コh 言十 598 604 6 
の名称

多くの職員 出納員手当、現場監督手当、税
(注)職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保 に支給され 務職手当、知的障害者(児)施設

有する休職者・派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除い
ている手当 勤務手当、老人ホーム勤務手当

ています。
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広報ああず '99 11月号

④ 定員適正化計画の年次別進捗状況(実績)の内訳

/戸Jー←-~"~O一般行政部門 (平成11年4月 1日現在)

I~ 区分 計8画前年年 9l年年目 120年目年 131年目年 9~計11年 手概法(事由〕司要

職 正化に 113e s 議
減員~ (減員理由)

指員~ 
差引 ~ (増員理由)

dzh z 
職員数 5 5 5 5 5 

努'--ノ
総

減員 ~ 2 3 (減員理由)

増員 ~ 5 2 7 退職織員不補充等

務
差引 ~ 4 2 ム 2 4 (増員理由)

職員数 56 60 62 60 60 地方他者都市関係業務増

干見
減員 (減員理由)

増員~ 
務

差引~ (増員理由) 。ヵ 定員適正化計画の数値目標及び進捗状況等
職員数 20 20 20 20 20 

① 定員適正化目標(数・率)
減員~ 2 3 5 (減員理由)

農
増員~ 4 5 退職職員不補充等

一般行政職における職員数は、計画年の平成 8年度にま

差引~ ム 2 。(増員理由)
いては第 5次の定員モデル数内にありますが、今後諸事業

水
職員数 30 31 29 30 30 林業関係業務摺等

等の増加による定員増が考慮されます。しか し、平成13今

減員~ (減員理由)
までの 5 年間においては職員数の増加を抑制します。-~

商
増員~ 2 3 行政部門全体においても、この 5年間においては、平成 8

差引~ 2 3 (増員理由) 年度計画時に対して増加を抑制します。 (0%の増減を計画
工

職員数 7 B B 10 10 まちづくり関係業務増 他部門においては、積極的に民間委託の導入を検討中です〈

土
減員 ~ 3 2 6 (減員理由) ② 定員適正化手法の概要

増員 ~ 欠員不補充等 -期限の定められた事業については、事業終了後定員の自l

木
差引 ~ ム 1 ム 2 ム 6 (増員理由) 滅。

職員数 39 36 35 33 33 -委託可能な事業については、積極的な民間委託を導入。

民
減員 ~ 2 3 4 9 (減員理由) -行政需要に対応した組織、機構の見直し。

増員 ~ 3 7 11 欠員不補充等

差引 ~ ム 1 。 3 2 (増員理由)
③ 定員適正化計画の年次別進捗状況(実績)の概要

生
職員数 153 152 152 155 155 介護保険等関係業務増 (平成11年4月 1日現在

衛
減員~ (減員理由)

I~ 区分
B 年 9 年 10 年 11 年 9~11年 (参考)

増員 ~ 欠員不補充等 計画前年 1年目 2年目 3年目 計 数値目標

生
差引~ ム 1 。(増員理由) 減 E竜 / 6 6 5 17 1/ 職員数 17 17 18 17 17 ゴミ対策等業務増

/ 0特別行政部門
政持

増 Fミ B 6 6 20 

レ/
ト 計8画前年年

9 年 10 年 11 年 9~1l年 手法(事由)の
差 ヨ| 2 。 3(101%) 

区分 1年目 2年自 3年目 計 概要 職員数 327 329 329 330 330 327 

減員 ~ 2 5 5 12 (減員理由) (注) 1 計画期間は、平成 9-13年の 5年間です。
教 増員 ~ 学校給食センター 2 ( )内の数値は、数値目標に対する進捗率を示しています c

育 差引 ~ ム 2 ム 5 ム 5 ム12 等職員委託等

職員数 89 87 82 77 77 (摺員理由) (参考) (平成11年4月 1日現在)

0公営企業等部門

ト B 年 9 年 10 年 11 年 9~11年 (参考)

ト 8 年 9 年 10 年 11 年 9~11年 手法(事由)の
区分

計間前年 l年目 2年巨 3年目 言十 数値目標
区分

計画前年 1年目 2年目 3年目 計 概 要

~ 1/ 減員 ~ 2 2 (減員理由)
減 E竜 2 5 5 12 

病
増員 ~ 6 7 11 24 

昔話
増 ..，._ ~ 

院
差引 ~ 4 7 11 22 (摺員理由)

差 ヲ|~ ム 2 ム 5 ム 5除12(93%) ム6
職員数 147 151 158 169 169 看護体制の充実等

減員 ~ c成員理由) 職員数 89 87 82 77 77 83 
水

増員~ / 1/ 
減 Fミ 3 5 

差引 どど (増員理由)
道 増 事司iv 職員数 11 11 11 11 11 

6 7 11 24 

下
減員~ 2 (減員理由) 差 ヲ|~ 3 6 10 19(103%) 14 

水
増員~ 事務の縮小 職員数 178 181 187 197 197 192 
差引~ ム 1 ム 1 ム 2 (増員理由)

道 / 1/1 職員数 10 9 9 B B 減 員 5 6 6 17 

そ
減員~ 1 (減員理由) 増 員~ 6 7 11 24 
増員~ 欠員補充 計

の
差引~ ム l ム 1 (増員理由)

差 ヨ|レ/ 5 7(100%) B 

他
職員数 10 10 9 9 uーーーー』

職員数 267 268 269 274 274 275 

5 



広報ああず '99 11月号

第 6固

?と湘犬会

の発展に向Itτ

九
月
三
日
・
四
目
、
第
六
回
全
国
鵜
飼
サ
ミ
ッ
ト
大
洲
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
リ
ジ
エ
ー
ル
大
洲
に
は
、
〈
王
国
か
ら
約
二
百

人
の
鵜
飼
関
係
者
が
集
ま
り
、
『
伝
統
鵜
飼
と
観
光
鵜
飼
の
将

来
を
展
望
す
る
』
を
テ
ー
マ
に
、
活
発
な
意
見
守
父
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

式
典
で
は
、
ま
ず
主
催
者
を
代
表

し
て
、
小
泉
紘
文
実
行
委
員
会
会
長

代
行
が
「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歴
史
・

文
化
の
独
自
性
を
引
き
出
し
、
鵜
飼

の
魅
力
を
語
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
を
実
り
多
い
も
の

と
し
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
、

「
今
年
五
月
に
「
し
ま
な
み
海
道
」

が
開
通
し
、
愛
媛
県
内
の
観
光
、
ま

A式典であいさつする小泉大洲市観光協会会長代行

た
大
洲
地
域
の
観
光
も
注
目
を
浴
び

て
い
ま
す
。
今
日
の
鵜
飼
サ
ミ
ッ
ト

で
は
、
地
域
ご
と
の
諸
問
題
を
解
決

す
べ
く
、
活
発
な
議
論
を
し
て
、
お

互
い
の
連
携
を
高
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
大
洲
は
鵜
飼
を
は
じ
め
、
ジ
ュ

ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
な
ど
川
の
行

事
も
盛
ん
な
と
こ
ろ
で
す
。
大
洲
の

鵜
飼
も
こ
の
後
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
が
、
大
洲
の
良
さ
、
肱
川
の
良

さ
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て

大
洲
の
鵜
飼
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。」

と
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
全
国
の
参
加
地

区
を
代
表
し
、
広
島
県
三
次
市
の
五

阿
弥
琢
磨
観
光
協
会
長
が
「
昨
年
三

次
市
で
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
て
、
早

い
も
の
で
一
年
が
た
ち
ま
し
た
。
こ

の
サ
ミ
ッ
ト
を
通
じ
て
、
お
互
い
の

交
流
を
深
め
、
鵜
飼
を
全
国
に
伝
え

ま
し
ょ
う
。」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
討
論
会

は
、
五
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
提
言
を

受
け
て
、
会
場
か
ら
も
積
極
的
な
発

言
が
見
ら
れ
る
な
ど
、

時
間
を
超
過

し
て
の
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

活
発
な
意
見
交
換
で
盛
り
上
が
っ

た
パ
、
ネ
ル
討
論
会
の
概
要
を
ご
報
告

し
ま
す
。

6 

鵜
飼
の
活
性
化
方
策
を
テ
ー
マ
に

パ

ネ

ル

討

論

会

パ
ネ
ル
討
論
会
で
は
、
は
じ
め
に
、
大
洲
市
の
鵜
飼
の
現
状

、が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
、
名
分
野
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
五
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
、
鵜
飼
事
業
の
活
性
化

に
つ
い
て
、
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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私
は
、
昭
和
五
十
七
年
か
ら
四
年

間
、
愛
媛
新
聞
社
大
洲
支
局
に
勤
務

し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
「
肱
川

い
か
だ
流
し
大
会
」
に
取
り
組
ん
だ

経
験
か
ら
、
川
と
水
、
人
と
川
の
結

び
付
き
の
大
切
さ
、
ど
う
す
れ
ば
川

が
元
気
に
な
る
か
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。

「
森
は
海
の
恋
人
、

川
は
そ
の
仲

人
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
水

源
か
ん
養
林
づ
く
り
が
叫
ば
れ
て
お

り、

気
仙
沼
市
、
高
知
市
を
は
じ
め
、

全
国
で
広
葉
樹
の
植
林
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
森
か
ら
海
に
か
け
て
の

食
物
連
鎖
の
担
い
手
が
川
で
あ
る
こ

と
を
心
に
と
め
、

川
に
親
し
む
心
を

養
う
た
め
の
何
か
を
つ
く
り
、
そ
れ

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
ま
す
。

観
光
客
が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
、

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
や
オ
l
ト
キ
ャ
ン

プ
場
な
ど
の
利
用
者
は
増
加
し
て
い

ま
す
。
い
か
に
若
い
人
を
引
き
付
け

る
か
を
今
後
の
課
題
と
し
て
、
肱
川

全
体
で
味
わ
う
も
の
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
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西川川

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
分
野
に
か
か
わ

る
立
場
か
ら
、
発
言
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
存
じ
の
と
お
り
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
ア
メ
リ
カ
で
始
ま

り
、
十
年
で
日
を
見
張
る
発
展
を
遂

げ
、
日
本
で
も
す
っ
か
り
定
着
し
ま

し
た
。
私
は
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
鵜
飼
ビ
ジ
ネ
ス
や
観

光
の
活
性
化
策
を
提
案
し
ま
す
。

現
在
、
日
本
で
の
鵜
飼
に
関
す
る

ホ
l
ム
ベ

l
ジ
(
サ
イ
ト
)
数
は
約

六
百
件
あ
り
、
旅
館
や
商
工
関
係
者
、

個
人
に
よ

っ
て
各
々
製
作
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
個
別
に
検
索
す
る

の
は
た
い
へ
ん
な
の
で
、
十
四
地
域

の
鵜
飼
サ
イ
ト
を
集
め
た
ポ
l
タ
ル

サ
イ
ト
を
開
設
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
利
用
し
や
す
い
サ
イ
ト
が
で



き
た
ら
、
次
は
内
容
。
ア
ク
セ
ス
数

を
増
や
す
た
め
に
も
、
各
地
域
が
情

熱
を
注
ぎ
運
営
に
あ
た
り
、
充
実
し

た
サ
イ
ト
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

鵜
飼
だ
け
で
な
く
、
観
光
、
地
域
な

ど
も
視
野
に
入
れ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
輪
を
広
げ
る
観
点
か
ら
取
り
組
め

ば
、
先
に
向
け
て
大
き
な
力
を
生
む

こ
と
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ま
す
。
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観
光
的
資
源
や
歴
史
が
な
か
っ
た

双
海
町
で
す
が
、
今
日
「
夕
日
」
に

よ
っ
て
年
間
四
十
万
人
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
人
間
い

ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
証

明
で
も
あ
り
ま
す
。
双
海
町
は
何
も

な
い
と
こ
ろ
か
ら
「
夕
日
」
を
定
着

さ
せ
ま
し
た
が
、
ど
う
も
大
洲
の
鵜

飼
は
地
域
の
人
に
定
着
し
て
い
な
い

よ
う
に
感
じ
ま
す。

11月号広報おおず '99

こ
れ
は
や
る
気
の
問
題
で
あ
り
、

ま
ず
は
市
民
に
愛
さ
れ
る
鵜
飼
づ
く

り
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
鵜
飼
期
間
の

前
後
一
週
間
ず
つ
市
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー

を
行
え
ば
、
鵜
飼
が
身
近
な
も
の
と

な
り
、
市
民
か
ら
も
宣
伝
し
て
も
ら

え
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
情
報

発
信
基
地
と
な
る
べ
き
、
鵜
飼
ミ
ュ
I

ジ
ア
ム
の
よ
う
な
も
の
を
設
置
し
て

は
ど
う
か
。一

年
に
三
カ
月
の
宣
伝

で
は
な
く
、
年
間
を
通
じ
た
情
報
発

信
が
必
要
で
す
。
最
後
に
、
鵜
の

ロ

マ
ン
あ
ふ
れ
る
物
語
を
創
っ
て
み
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
。
肱
川
の
大
き
な

恵
み
に
感
謝
し
、
環
境
保
全
の
延
長

に
鵜
飼
を
位
置
付
け
れ
ば
、
市
民
に

と
っ
て
今
と
は
違

っ
た
魅
力
の
あ
る

も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。工

ん

1
ノ

ス
さ
の
匠

コ
;
初
鵜

木

洲

性

マ

一

大

女

a
A
K

/
『

t¥

鵜
匠
と
し
て
、
ま
だ
ま
だ
経
験
が

浅
い
の
で
、
立
派
な
鵜
飼
が
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

私
自
身
の
課
題
と
感
じ
て
い
る
の
が
、

お
客
様
へ
の
観
光
ガ
イ
ド
で
す
。
ぉ

慣

客
様
は
鵜
飼
を
見
る
だ
け
で
な
く
、

創

大
洲
の
歴
史
な
ど
に
も
関
心
が
あ
る

論

の
で
す
が
、
私
自
身
そ
の
知
識
が
不

均

足
し
て
い
て
、
い
つ
も
歯
が
ゆ
い
思

利

い
を
し
て
い
る
の
で
、
早
く
い
ろ
ん

パ

な
知
識
を
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら

企
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
鵜
飼
を
見
せ
る

と
た
い
へ
ん
喜
び
ま
す
。
彼
ら
が
大

人
に
な
っ
た
と
き
に
も
、
今
と
変
わ

ら
ぬ
素
晴
ら
し
い
鵜
飼
で
あ
る
よ
う

に
、
私
た
ち
は
肱
川
を
守
り
、
そ
し

て
大
洲
の
鵜
飼
を
受
け
継
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す。

ufuj 

長
工
頭

市
川
商
会

均新

観
光
事
業
は
、
全
国
に
地
域
間

の
競
争
が
激
化
し
て
い
ま
す
。
観
光

に
は
三
つ
の
美
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
つ
は
、
自
然
の
美
し
さ
。
一
つ
は

創
造
の
美
し
さ
で
す
。
し
ま
な
み
海

道
が
美
し
い
の
は
瀬
戸
内
の
美
し
さ

と
橋
の
美
し
さ
が
織
り
成
す
造
形
美

が
素
晴
ら
し
い
の
で
す
。
最
後
に
、

人
情
の
美
し
さ
で
す
。
こ
れ
ら
三
つ

の
美
し
さ
が
、
お
客
様
を
満
足
さ
せ

る
大
原
則
で
す
。

大
洲
の
鵜
飼
は
、
ま
ず
料
金
を
い

か
に
安
く
す
る
か
が
課
題
で
す
。
今

の
料
金
は
、
市
民
が
楽
し
め
る
金
額

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
せ
め
て
、
ウ
ィ
ー

ク
デ
ー
に
は
安
く
す
る
な
ど
、
工
夫

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ど
の
地
域
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
、
広
報
活
動
を

行
う
か
も
重
要
で
す
。
県
外
の
お
客

様
が
大
洲
を
訪
れ
る
に
は
、
ま
だ
ま

だ
時
間
も
お
金
も
か
か
る
か
ら
で
す
。

さ
ら
に
、
女
性
の
お
客
さ
ん
を
増
や

す
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
洋
風
と
和
風

の
料
理
や
ワ
イ
ン
を
準
備
し
た
り
す

る
な
ど
、
多
様
な
ニ

l
ズ
に
対
応
で

き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

雨
天
の
と
き
に
ど
う
取
り
扱
う
か
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
最
後
に
、
道
後
温
泉
に
は
大
勢

の
お
客
様
が
訪
れ
る
の
で
す
か
ら
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、
こ
れ
ら

の
観
光
客
を
大
洲
に
呼
び
込
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す。

S
A
，
 

(

こ

れ

ら

の

、

会

場

か

ら
も
「
重
要
な
の
は

P
R
方
法
だ
」

「
マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
て
も
ら
え
ば

効
果
は
絶
大
」
「
大
洲
は
数
少
な
い

女
性
鵜
匠
を
全
国
に
う
ま
く
P
R
す

る
こ
と
が
肝
要
」
な
ど
の
意
見
が
出

て
い
ま
し
た
)

、、』，
ノ

ん
所
長
ト

さ

議

会

寸

照

会

前

、不

自

工

直

¥イ

、
】
匝
部
テ

野

洲
年
ト

河

大

青

戸

/
'
'
t¥
 

今
回
の
討
論
会
で
共
通
す
る
意
見

は
「
情
報
の
発
信
と
受
信
の
大
切
さ
」

で
は
な
か

っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
現

代
は
、
目
に
訴
え
、
耳
で
聞
き
、
体

に
感
じ
る
時
代
で
す
。
水
の
恵
み
、

川
の
恵
み
を
考
え
、

川
が
ロ
マ
ン
の

箱
舟
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
の
サ
ミ

ッ
ト
を
契
機
に
、
大
洲

市
を
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
で

検
討
委
員
会
を
早
急
に
立
ち
上
げ
て

い
た
だ
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ

ト
の
設
立
や
リ
ン
ク
に
つ
い
て
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全国鵜飼サミット
加盟地

②山梨県石和町

④岐車県関市

⑥京都府京都市

①茨城県十王町

③岐阜県岐車市

⑤愛知県犬山市

⑧和歌山県有田市

⑩島根県益田市

⑫愛媛県大洲市

⑭大分県日田市

⑦京都府宇治市

⑨広島県三次市

⑪山口県岩国市

⑬福岡県杷木町
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〔肱川緑地公園〕

郷土芸能まつり 、郷土物産まつり、各種パネル展、

模擬居、ミ二SL、力ヌ一体験試乗、キーホルダー ・

ペンダント作り、ふわふわ人形・遊びの広場、各種ゲー

ムなど盛りだくさん。

ご家族連れで、ぜひお越しください。

おまつり村

11月3自体)開催

10:00，_16:00 

おおす浪漫祭
おおす赤煉瓦館
中町 3 丁目
おはなはん通りほか

明治・ 大正のハイカラな通りを再現。笑わせます、

ご存じ人間猿回し。うな5せます、これぞブロの大道

芸。おもちゃ屋、駄菓子屋、ポン菓子、金魚すくいな

ど昔懐かしい露屈にも乞うと期待|

一

介
護
保
険

時
シ
リ
ー
ズ

申

今
回
は
、
介
護
保
険
制
度
を
運
営

帯
し
て
い
く
た
め
の
財
源
に
つ
い
て
お

串
知
ら
せ
し
ま
す
。

品

介
護
保
険
で
は
、
各
種
サ
ー
ビ
ス

時
を
利
用
し
た
人
に
、
利
用
料
と
し
て

時
そ
の
サ
ー
ビ
ス
料
の

1
割
を
負
担
し

謁
て
い
た
だ
き
ま
す
。

語

残
り
の
9
割
の
う
ち
半
分
を
国
・

自
県
・
市
が
負
担
し
、
半
分
を

ω歳
以

自
上
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保

昌
険
料
で
賄
う
こ
と
に
な
h

り
ま
す
。

岳

ま
た
、
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た

民
だ
く
保
険
料
は
年
齢
に
応
じ
て
分
け

告
ら
れ
、

ω歳
か
ら
臼
歳
ま
で
の
人
が

告
白
%
、
日
歳
以
上
の
人
が
口
%
に
な

由
り
ま
す
。

甲

高
齢
者
の
割
合
が
高
い
と
サ
l
ピ

時
ス
の
利
用
が
多
く
な
り
、
保
険
料
が

E

高
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
市
町
村

時
に
よ

っ
て
負
担
が
軽
く
な

っ
た
り
、

活
重
く
な
っ
た
り
す
る
で
は
な
い
か
と

語
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま

時
せ
ん
。

語

ω歳
か
ら
臼
歳
ま
で
の
人
が
負
担

関
す
る
保
険
料
は
、
国
が
基
準
と
な
る

自
額
を
決
め
て
取
り
ま
と
め
、
そ
れ
ぞ

E

れ
の
市
町
村
へ
お
%
に
相
当
す
る
分

自
が
配
分
さ
れ
ま
す
の
で
、
高
齢
者
の

自
割
合
は
影
響
し
ま
せ
ん
。

自

ま
た
、
日
歳
以
上
の
人
に
負
担
し

岳
て
い
た
だ
く
保
険
料
に
つ
い
て
も
、

朝
国
の
負
担
の
中
で
、
高
齢
者
の
所
得

申
水
準
や
人
口
割
合
に
よ
る
格
差
は
調

車
整
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
o

E

今
年
3
月
末
現
在
で
、
大
洲
市
の

NO.7 

政

一

高
齢
者
の
割
合
は
幻
・
7
%
と
全
国

司

平
均
よ
り
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一

こ
の
た
め
、
大
洲
市
に
住
ん
で
い
る
よ

皆
さ
ん
の
保
険
料
が
高
く
な
っ
た
り
、
一

安
く
な

っ
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
の
ム

で
す
。

瞳

来
月
4
月
か
ら
、

ω歳
以
上
の
人
(唱

は
介
護
保
険
料
の
納
付
が
義
務
と
な

語

り
ま
す
。

ω歳
と
い
え
ば
、
働
き
盛
二

り
。
保
険
料
を
納
め
な
が
ら
も
、
ま
よ

だ
ま
だ
介
護
と
は
無
縁
の
人
も
多
い
一

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
人
は
誰
も
い
一

つ
、
ど
こ
で
介
護
が
必
要
な
状
態
に

ι

な
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

時

介
護
保
険
制
度
を
円
滑
に
運
営
す

由

る
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
保
険
料
の
一

納
付
が
不
可
欠
で
す
。
あ
な
た
の
将

軍

来
の
た
め
に
、
そ
し
て
家
族
の
た
め
二

に
、
来
年
4
月
か
ら
必
ず
保
険
料
を
ム

納
付
し
ま
し
ょ
う
。

軍

保

険

財

8 
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老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
る
の

は
、
原
則
と
し
て
六
十
五
歳
か
ら
で

す
が
、
希
望
す
れ
ば
、
繰
り
上
げ
て

六
十
歳
か
ら
年
金
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
繰
り
上
げ
請
求
す
る
と

次
の
よ
う
な
制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

O
繰
り
上
げ
受
給
を
請
求
し
た
と
き

の
年
齢
に
よ

っ
て
、
二
疋
割
合
の
額

が

一
生
涯
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

0
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
か
ら

支
給
さ
れ
る
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生

年
金
・
退
職
共
済
年
金
ま
た
は
遺
族

厚
生
(
共
済
)
年
金
の
支
給
が
停
止

-9守〉
分譲申

富士ニュ
ただ今

さ
れ
ま
す
。
(
昭
和
十
六
年
四
月

一

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
)

O
操
り
上
げ
請
求
後
に
判
明
し
た
障

害
基
礎
年
金
の
受
給
権
は
、
原
則
と

し
て
発
生
し
ま
せ
ん
。

O
寡
婦
年
金
の
受
給
権
は
消
滅
し
ま

す
。

O
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
の
被

保
険
者
(
国
民
年
金
第
二
号
被
保
険

者
)
で
あ
る
期
間
は
、
年
金
が
支
給

停
止
さ
れ
ま
す
。
(
昭
和
十
六
年
四

月

一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
)

O
国
民
年
金
の
任
意
加
入
は
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
請
求

F 

大洲市土地開発公社では、ただ今、富士二ユ

ータウンの分譲を行っています。

随時、申し込みを受け付けていますので、希望

する人は、お早めにお申し込みください。

[申し込み・問い合わせ先】

大洲市土地開発公社宮⑫21 1 1(内線262)
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「
減
額
率

1
1
1
1
1
支
給
率

l
l
L

は
、
く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
に
/・

※
国
民
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
ま
で
。

宮
(匂

2
1
1
1
(
内
線
1
1
1
)

第
四
十
三
回
大
洲
市
戦
混
者
・

消
防
及
び
公
務
殉
職
者
合
同

追
悼
式
の
開
催
に
つ
い
て

第
四
十
三
回
大
洲
市
戦
没
者
・
消

防
及
び
公
務
殉
職
者
合
同
追
悼
式
を

平
成
十
一
年
十
一
月
十
八
日
同
午
前

十
時
よ
り
、
大
洲
市
民
会
館
で
開
催

い
た
し
ま
す
。

参
列
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
近

く
の
遺
族
会
役
員
ま
た
は
、
高
齢
福

祉
課
高
齢
者
福
祉
係
(
宮
@
2
1
1

1
・
内
線
1
7
6
)
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

ほ
ぐ
が

も
っ
て
あ
げ
る
よ

あ
き
ひ
が
ん
ま
r

りか

ま
駄
の
お
彼
岸
野
間
近
と
い
う
の
に
、

真
夏
の
よ
う
に
暑
い
日
の
こ
と
で
し

カ
ヨ
こ
う
し
よ
、
つ
カ
っ
こ
、
つ
ね
ん
せ

た
。
学
校
が
え
り
の
か
苧
校
二
津
山
り

や
三
年
生
バ
ら
い
の
男
の
子
の
二
人

連
れ
に
出
会
い
ま
し
た
。

み

せ

な

カ

見
る
と
、

一
人
の
子
は
背
中
の
ラ

ン
ド
セ
ル
の
ほ
か
に
、
も
う

一
つ
の

お

も

て

ラ
ン
ド
セ
ル
を
重
そ
う
に
手
に
さ
げ

d
h
v
 

て
い
ま
す
。「
持
た
さ
れ
て
い
る
の

か
な
。
川
も
し
か
し
て
い
じ
め
で
は
」

主

も

志

民

''h

ま

と
い
う
思
い
が
チ
ラ
ッ
と
頭
を
か
す

め
ま
し
た
が
、
よ
く
見
る
と
、
ラ
ン

ちカらな

ド
セ
ル
を
持
た
な
い
子
は
力
無
く
う

あ
る

な
だ
れ
で
歩
い
て
い
ま
す
。こえ

「
ど
う
し
た

mW
・」
と
声
を
か
け

ま
す
と
、
「
頭
が
痛
い
ん
だ

っ
て」

と

γ
ラ
ン
ド
セ
ル
を
持

っ
て
い
お
子

が
答
え
ま
し
た
。
「
そ
れ
で
、

君
が

持
つ
で
あ
川
叱
る
ん
だ
ね
」
「
ウ
ン
」

「
そ
う
か
、
優
し
い
ん
だ
ね
。
こ
の

子
だ
い
じ
よ
う
ぶ
恥
な
」
そ
う
一言
う

し
ん
は
し
と
も

と
仁
そ
の
子
も
心
配
そ
う
に
友
だ
ち

の
顔
を
の
ぞ
き
こ
み
ま
し
た
。
「
二

き

カ

え

人
と
も
気
を
つ
初
マ
明
白
よ
さ
い
レ
叫
ん

そ
巧
言
っ

て
、
私
は
仲
良
し
二
人
組

も
4
4
M

と
別
れ
ま
し
た
。

思
い
や
り
の
あ
る
優
し
い
子
ど
も

に
出
会
う
と
、
こ
ち
ら
ま
で
、
ほ
の

こころあたた

ぼ
の
と
心
が
温
か
く
な
り
ま
す
。

iv
令・今

学
校
で
は
、
こ
の
よ
う
な
子
ど NO.253 

人
権
と
同
和
教
育

そ
だ
ど
う
わ
き
ょ
う
い
く

も
た
ち
そ
育
て
よ
う
と
、
同
和
教
育

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

ほ
し
く
し
ょ
ょ
、
っ
ち
え
ん

同
開
教
育
は
、
保
育
所

・
幼
雄
園

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
ん
な
に
小
さ

い
う
ち
か
ら
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

あ
そ
け
い
け
ん
と
お

ま
せ

μが、
池山山
な
ど
の
経
験
を
通

し
て
豊

J
カ
感
性
を
育
て
、
思
い
や

り
の
心
を
育
ん
で
い
る
の
で
す
。

ち
?
っ
こ
う

とう
さ
ら
に
、
小
学
校
・
中
山手
殺
にん
濡

等
学
校
で
は
J

J
ど
も
の
発
達
段
階

去
、
う
じ
人
吋
λ
そ
λ

v

ょ
う
し
し
き
丈
カ

に
応
叫
討
人
権
尊
重
の
忌
識
を
す
明
哨
…

同
湘
問
題
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解

を
深
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

カ
く
ち
く
ひ
ら

洛
弛
一U
で
聞
か
れ
て
い
る
一
洞
和
教

、，
p
fメ
」
九

lv

与で，ハゼ
U
カナ白川

清
明
拡
散
会
に
は
、
学
校
の
先
生
方
も

出
席
さ
杭
、
学
校
で
の
同
和
教
靖
に

つ
い
行

伊
」
れ
ま
す
。
そ
れ
を
聞
か

れ
た
参
加
者
の
中
か
ら
、

L
h九

7

学
校

で
、
ど
ん
な
同
和
教
育
が
行
わ
れ
て

い
る
の
か
、
今
日
の
先
生
の
お
話
で

おとな

江
沢

γ

冶
か

っ
た
。
大
人
も
し

っ
か
り

勉
強
し
な
れ
で
は
な
ら
な
い
と
思
う
」

と
い
う
意
見
が
出
て
い
ま
す
。

と

し

お

お

ず

し

しよ
以
特
溝
重
都
市
で
あ
る
大
洲
市
の

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
心
優

しみん

し
く
育
b

て
く
れ
る
こ
と
は
市
民
み

ホ
カ

ん
な
の
願
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

か
て
い
ち
い
さ
い
っ
た
い

学
校
・

家
庭

・
地
域
が

一
体
と
な

っ

そそ

て
同
和
教
育
に
力
を
注
い
で
い
か
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

9 
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大
洲
市
は
、
市
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
市
制
施
行

豆
十
周
年
を
迎
え
る
平
成
+
六
年
(
二

O
O
四
)
の
完
成
を

目
指
し
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
洲
械
に
関
す
る
写
真
や
資
料
な
ど
を
お
持
ち
の
人
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
対
し
て
の
ご
意
見

も
募
集
し
て
い
ま
す
。
商
工
観
光
課
ま
ち
づ
く
り
対
策
係

2
@
2
1
1
1
(
内
線
2
2
4
)

国守39 第

大
洲
城
跡
樹
木
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

樹
木
整
備
計
画
と
は
7

今
回
策
定
し
た
樹
木
整
備
計
画
は
、

大
洲
城
跡
を
保
存
・
活
用
し
て
い
く

た
め
に
、
現
在
、
城
跡
内
で
う
っ
そ

う
と
繁
っ
て
い
る
樹
木
を
調
査
し
、

城
跡
の
保
存
・
活
用
に
適
し
た
環
境

を
創
出
す
る
た
め
、
城
跡
に
悪
影
響

を
与
え
て
い
る
樹
木
、
景
観
・
眺
望

を
阻
害
し
て
い
る
樹
木
に
つ
い
て
、

自
然
生
態
系
に
配
慮
し
な
が
ら
伐
採
・

植
栽
を
行
い
、
計
画
的
に
整
備
を
図

る
も
の
で
す
。

樹

木

の

現

況

か
わ
ら
版
第
二
十
五
j

二
十
八
号

で
紹
介
し
た
よ
う
に
附
愛
媛
地
域
総

合
研
究
所
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
大
洲

城
跡
内
に
生
育
す
る
千
九
百
五
本
の

樹
木
(
二

m
以
上
の
高
木
)
の
う
ち
、

近
世
城
郭
を
形
成
し
て
い
た
樹
木
は

エ
ノ
キ
な
ど
し
か
残
っ
て
い
な
い
こ

と
が
判
明
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

現
存
す
る
ほ
と
ん
ど
の
樹
木
が
無
秩

序
に
、
公
園
用
に
植
栽
さ
れ
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
こ
の
調
査
で
は
、
城

跡
の
保
存
・
活
用
に
影
響
を
与
え
る

樹
木
(
サ
ク
ラ
類
を
除
く
)
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
な
項
目
を
設
け
、
伐

採
の
検
討
を
必
要
と
す
る
樹
木
の
指

定
を
行
い
ま
し
た
。

①
石
垣
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
、

そ
の
恐
れ
の
あ
る
樹
木

②
城
跡
の
景
観
を
阻
害
し
て
い
る
と

想
定
さ
れ
る
樹
木

③
城
跡
の
内
部
景
観
を
阻
害
し
て
い

る
も
の
及
び
将
来
阻
害
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
樹
木

そ
の
結
果
、
城
跡
に
は
六
十
六
本
の
伐

採
の
検
討
を
必
要
と
す
る
樹
木
が
生

育
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

伐
採
樹
木
の
検
討
・
選
定

伐
採
を
要
す
る
樹
木
の
検
討
及
び

選
定
は
、
大
洲
城
天
守
閣
復
元
委
員

会
と
そ
の
下
部
組
織
で
あ
る
大
洲
城

天
守
閣
保
存
管
理
専
門
委
員
会
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
専
門
委
員
会
で
は
、

実
際
に
現
地
に
赴
き
、
該
当
樹
木
の

一
本
一
本
を
調
査
し
、
伐
採
の
必
要

性
の
有
無
を
検
討
し
ま
し
た
。
ま
た
、

さ
く
ら
ま
つ
り
用
に
植
栽
さ
れ
、
市

民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
サ
ク
ラ
類
に

つ
い
て
も
、
城
跡
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
、
厳
選
し
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
検

討
結
果
を
も
と
に
、
附
愛
媛
地
域
総

合
研
究
所
が
調
査
し
た
伐
採
の
検
討

を
必
要
と
す
る
樹
木
の
選
定
項
目
を

さ
ら
に
細
分
化
し
、
次
の
よ
う
な
7

つ
の
項
目
を
設
け
、
こ
れ
ら
に
該
当

す
る
樹
木
に
つ
い
て
伐
採
を
行
う
こ

と
に
し
ま
し
た
。

①
石
垣
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
、

及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
樹
木

②
大
洲
城
跡
を
東
西
南
北
の
四
方
向

か
ら
見
て
枝
葉
が
石
垣
、
天
守
閣
、

櫓
の
景
観
、
遠
望
を
阻
害
し
て
い

る
樹
木

③
城
跡
内
部
か
ら
の
眺
望
を
阻
害
し

て
い
る
樹
木

④
城
跡
の
内
部
景
観
、
美
観
を
阻
害

し
て
い
る
樹
木

⑤
成
長
に
伴
い
、
将
来
城
跡
(
天
守

閣
、
櫓
、
石
垣
)
の
遠
望
を
阻
害

す
る
恐
れ
の
あ
る
樹
木

⑥
天
守
閣
の
復
元
工
事
過
程
に
お
い

て
撤
去
が
必
要
と
な
る
と
思
わ
れ

る
樹
木

⑦
虫
害
な
ど
異
常
の
あ
る
樹
木

こ
れ
ら
に
該
当
す
る
樹
木
は
合
計

で
二
百
五
本
ほ
ど
あ
り
、
自
然
生
態

系
に
な
る
べ
く
影
響
を
与
え
な
い
よ

う
、
次
の
よ
う
に
段
階
的
に
伐
採
し

ま
す
。

整

備

時

期

-
第
一
次
整
備
時
期
(
平
成
+
一
年
度
)

平
成
十
一

j
十
二
年
度
に
調
達
す

る
天
守
閣
の
用
材
と
し
て
使
用
で
き

そ
う
な
樹
木
、
ま
た
平
成
十
三
年
度

に
予
定
し
て
い
る
石
垣
調
査
・
工
事

に
支
障
を
き
た
す
樹
木
を
伐
採
し
ま

す。av第
二
次
整
備
時
期
(
平
成
十
三
年
度
)

平
成
十
四
年
度
か
ら
着
工
す
る
天

守
閣
本
体
工
事
に
支
障
を
き
た
す
樹

木
、
ま
た
石
垣
に
影
響
を
及
ぼ
す
樹

木
、
景
観
を
阻
害
す
る
樹
木
で
、
本

体
工
事
に
差
し
支
え
る
樹
木
に
つ
い

て
伐
採
し
ま
す
。

A
V
第
三
次
整
備
時
期
(
平
成
十
五
年
度
)

口第 1次整備範囲

口第2次整備範囲

圏 第3次整備範囲

伐採する樹木

10 

第
一
次
、
第
二
次
期
に
伐
採
し
な

い
樹
木
で
遠
望
を
阻
害
す
る
樹
木
に

つ
い
て
、
天
守
閣
の
遠
景
を
考
慮
し

な
が
ら
伐
採
し
ま
す
。

大
洲
城
跡
は
文
化
財
と
し
て
の
価

値
が
評
価
さ
れ
な
が
ら
も
、
周
辺
か

ら
の
遠
景
が
阻
害
さ
れ
て
い
た
り
、

内
部
景
観
も
雑
然
と
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
石
垣
な
ど
の
貴
重
な
遺
構
に

じ
か
に
ふ
れ
あ
う
機
会
が
少
な
い
の

が
現
状
で
す
。
ま
た
、
平
成
十
六
年

に
天
守
閣
が
完
成
す
れ
ば
、
現
状
よ

り
も
史
跡
探
索
の
需
要
が
増
加
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
樹

木
整
備
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
に
親
し
め
る
大
洲
城
跡
と
な
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。



ざ⑤ クルマにキヲツケテ/

J 戸

144At 
英語指導助手のタ二エJしさんが、 1日高齢者交通安全サボーター

に委嘱され、肱南地区の高齢者宅を訪問。反射タスキや反射材を手
渡しなか.ら、交通事故防止を呼ぴ力N1ました。

11月号広報おおず '99

⑤ 地域安全のために力を合わせて
rJ I 

郵便局のネットワークを地域の安全に活力Uそうと、市内の郵便局・
大洲警察署・大洲市ガ日出場安全協定Iを結びました。今後は、三者
で情報交換を図りなガら、きめ細かな安全対策に努めることになります。

写きめ ポコペン横丁

本町3丁目に昭和30年代の商庖衝を演出した町てコペン横丁」か.
出現。昔懐かしい露庖ガ立ち並び、大勢の家族連れでにぎわいまし
た。市民グループまぼろし探偵団本舗が企画・運営。今後も、毎月
第 3日曜日に開催されます。(ただし、雨天は中止)

手

3
4
3
5
3
3
3
3
3
3
3
3
3
0
";主
主
主
主
主
主
主
主

3
3
3
3
3
3
3
5

@ 大洲市情報懇談会ガ提言

1\t.，~J帰国圃i一一
市民の代表15人力、らなる大洲市情報公開懇談会ガ、本市情報公開

制度の方針を示した提言書を桝田市長に提出しました。市では、こ
れを基に12月市議会に条例案を提出し、来年4月 1日からの随行を
目指します。

おいでや鵜ヘ感謝シーズン終了

潟の感謝祭ガ行われ、関係者ガ鵜に小アジを与えて、労をねぎら
いました。関係者によると、今年は台風による潜水などの影響で中
止回数ガ多く、客足ガ伸びなかったとのこと。来年に期待したいと話
していました。
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11月号広報ああず '99

健脚自慢の皆さん、チームを作って

ぜひ、ご参加ください

《募
集
要
項
》

【
日
時
】

平
成
日
年
四
月

4
日
回

目
時
却
分

大
洲
市
役
所
前
ス
タ
ー
ト

(
荒
天
の
と
き
は
、
翌

5
日
田
の

叩
時
ス
タ
ー
ト
)

{コ
l
ス
】

市
内

一
円

【参
加
資
格
}

O
学

生

各

学

校

単

位

(
同

一
校
の

複
数
チ

1
ム
出
場
可
)

o
一
般
大
洲
市
に
居
住
ま
た
は
勤

務
す
る
人

{
競
技
部
門
】

左
表
の
と
お
り

【
申
込
期
日
】

O
チ
l
ム
登
録
日
月
四
日
同

O
オ
ー
ダ
ー
表

日
月
お
日
同

【
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
体
育
協
会
事
務
局

会

@
6
2
5
5

大
洲
市
教
育
委
員
会

8
@
2
1
1
1
(内
線

5
5
2
)

つ フ ス 区間数 距離

中学生男子の部 10区間 33目5km

中学生女子の部 9区間 22.8km 

高 校 生 昔日 6区間 33.5km 

局 校 生 2 部 10区間 33.5km 

高校生女子の部 9区間 22.8km 

一 般女 子の部 9区間 22.8km 

一 般 男子の部 8区間 22.8畑

目---
司
.

.

 

用・
•• 

・
•• 

隼・
•• 

---a
 

平

市
立
博
物
館
で
は
、

『
平
成
日
年
日

月
日
日
の
写
真
展
』
の
作
品
を
募
集
し

ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

【テ
l
マ
】

平
成
日
年
日
月
日
日
に
大
洲
市
内
で

撮
影
し
た
も
の
(
風
景
・
建
物
・
交

通

・
人
物
・
生
活
や
作
業
の
様
子
な

ど
分
野
は
聞
い
ま
せ
ん
)

【
作
品
の
サ
イ
ズ
】

2
L
か
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ

(
白
黒
・
カ
ラ
1
ど
ち
ら
も
可
)

【
応
募
票
}

大
洲
市
立
博
物
館
ま
た
は
、
各
公
民

館
に
備
え
付
け
て
あ
る
応
募
票
に
、

必
要
事
項
を
明
記
の
上
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

{応
募
上
の
注
意】

-
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
つ
な
が

ら
な
い
作
品
で
お
願
い
し
ま
す

0

・
全
作
品
展
示
し
、
終
了
後
は
記
録

資
料
と
し
て
博
物
館
で
永
久
に
保

存
し
ま
す
。

【応
募
締
切
】

平
成
日
年
四
月
四
日
制

【
作
品
持
込
先
}

大
洲
市
立
博
物
館
及
び
各
公
民
館

【問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
立
博
物
館
含

@
4
1
0
7

作品募集

の
写翼属

図書館

+ 
月
新
刊
案
内

工

夫

癖

久

住

昌

之

著

他
人
が
気
に
な

っ
て
仕
方
な
い
人
た
ち

R
-
へ

今

ェ

ル
ト
ほ
か
著

ち
ょ
っ
と
知
的
な
体
験
的
海
外
紀
行

本
城
靖
久
著

タ
ン
ザ
ナ
イ
ト

野
田
直
人
著

倒
産
警
報

内

藤

明

亜

著

憂
国
の
ス
パ
イ

G
-ト
l
マ
ス
著

税
金
・
年
金
常
識

加
藤
寛
監
修

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
し
く
み

有
元
美
津
世
著

子
ど
も
の
ト
ラ
ウ
マ
と
心
の
ケ
ア

藤
森
和
美
編

ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

l

応
援
B
O
O
K

横
浜
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
会
編

連

立

攻

防

物

語

早

野

透

著

精
神
科
養
生
の
コ
ツ
神
田
橋
俊
治
著

出

生

前

診

断

坂

井

律

子

著

帰

宅

拒

否

関

谷

透

著

お

い

し

い

漢

方

食

根

本

幸

夫

著

秘

伝

発

酵

食

づ

く

り

林

弘

子

著

節
約
生
活
入
門

山
本
多
津
著

ご

み

ク

ラ

イ

シ

ス

別

処

珠

樹

著

超
簡
単
1

住
ま
い
の
手
入
れ小

方
早
苗
著

会
長
は
快
調
で
す
!

川
口
幹
夫
著

愛
犬
の
病
気
と
し
つ
け
主
婦
の
友
社
編

ベ
ン
チ
裏
の
人
間
学

浜
田
昭
八
著

人

生

番

狂

わ

せ

藤

固

ま

こ

と

著

ウ
ォ
1
キ
ン
グ
と
水
中
ウ
ォ

l
キ
ン
グ

池
田
克
紀
監
修

小
田
ま
ゆ
み
著

石
原
ま
き
子
著

堀
田
善
衛
著

藤
木

菓
著

鮎
川
哲
也
著

南
原
幹
雄
著

女
神
た
ち

妻
の
日
記

堀
田
善
衡
詩
集

イ
ツ
ロ
ベ

碑
文
谷
事
件

天
皇
家
の
忍
者
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不 アパ妻事炎扇火魔迷 三 影見航撃シ義絹仮永霊 暁
逢 メリと情のす牙女宮鷹 十 慣海つギ 兄 の死遠餐天
は リか私と女人陰 事手れ者蓄ラ弟窪法の の
面 カら 情帝び鬼 件活た 薮のエ旗廷ジ 星
白的の 事 と 殺 顔 上 月 レ ブ
いガ贈 帖 ・ジラ
幸ンり 下上 l ル
福闘も ・タ
は リ 病の 下ル

灰退 l記
谷佐 庵 織江青 三 村斎山清片宮松白大藤 2高軒 青 量 権
健 藤たあ 藤木田松藤本水島本岡石沢 川 隆橋上野慎野
次愛 お あ 一 誠 友 昌義紀昌 一 在 桂 一 直 太道
郎子 い い淳雄広視栄代範男孝悟郎昌介郎樹泊聴郎流
著著 著 著著著著著著著箸著著著著著著著著著著著著

ア
メ
リ
カ
嫌
い

は
じ
ま
り
の
記
憶

柳
田
邦
男
・
伊
勢
英
子
著

遠
藤
周
作
著

福
田
和
子
著

金

恵

英

著

s-
デ
ィ

l
ン
著

年
々
歳
々

一
課
の
谷

北
朝
鮮
女
優
日
記

聞
の
中
で

十
一
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

読
書
講
座

「歴
史
小
説
を
読
む
」

講
師

稲
積
絢
菓
先
生

日
時

日
月

M
日
制

(9
・・
m
l
u
-
m
)

場
所

大
洲
市
立
図
書
館

4
階

.
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い



11月号広報ああず '99

日
月
は
青
少
年

健
全
育
成
強
調
月
間
で
す

青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
は
、
市
民

み
ん
な
の
願
い
で
す
。
大
洲
市
で
は
、

青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
非
行
防
止
に

努
め
、
健
全
な
家
庭
づ
く
り
、
社
会
づ

く
り
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
で
あ
る

日
月
に
は

「育
て
よ
う
心
豊
か
な

大
洲
の
子
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、

各
公
民
館
を
中
心
に
啓
発
活
動
な
ど
が

行
わ
れ
ま
す
。
家
庭
や
地
域
に
お
い
て

も

「あ
い
さ
つ
・
愛
の
一
声
運
動
」
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

町
並
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

の
参
加
者
募
集
中
l

国
立
大
洲
青
年
の
家
で
は
、

「
町
並

み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

岡
崎
直
司
さ
ん
を
講
師
に
、
い
ず
れ

の
コ

l
ス
も
1
泊
2
日
の
日
程
。
小
学

3
年
生
以
上
な
ら
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

あ
な
た
も
一
緒
に
、
南
予
の
文
化
や

歴
史
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

O
宇
和
町
編

平
成
日
年
日
月
日
日
出
l
H
日
田

11月3日休)

11月6日出

O
明
浜
町
編

平
成
日
年
日
月
幻
日
出
j

m
日
同

O
吉
田
町
編

平
成
日
年
四
月
4
日
出
1
5
日
制

。
八
幡
浜
市
編

平
成
日
年
l
月
詑
日
出

i
n
日
同

※
そ
れ
ぞ
れ
開
催
日
の
1
週
間
前
ま
で

に
申
し
込
み
が
必
要
。
参
加
費
用
は

l
コ
l
ス
に
つ
き
3
千
円
程
度
で
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

国
立
大
洲
青
年
の
家
8
@

5
1
7

5

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

あ
ぶ
な
い
よ

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
し
た
そ
の
火

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、
日
月

9
日
か
ら
日
月
訪
日
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
こ
の
期
間
中
に

一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
宅
の
防
火
訪
問
や

防
火
パ
レ
ー
ド
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
運
動
の
初
日
に
あ
た
る

日
月
9
日
は
、

「
1
1
9
香
の
日
」

で

す
。
火
災
や
救
急
な
ど
の
災
害
が
発
生

し
た
と
き
、
あ
な
た
の
適
切
な
通
報
が

火
災
の
被
害
を
少
な
く
し
、
け
が
人
や

急
病
人
の
命
を
救
い
ま
す
。
通
報
す
る

11月7日(日)

11月13日出

と
き
は
、
落
ち
着
い
て
、
場
所
や
状
況

な
ど
消
防
署
の
問
い
か
け
に
答
え
て
く

だ
さ
い
。

通
報
は
あ
わ
て
ず
早
く
正
確
に
/

大
洲
消
防
署

み
ん
な
で
な
く
そ
う

踏

切

事

故

踏
切
事
故
の
原
因
は
、
直
前
横
断

(
遮
断
機
く
ぐ
り
・
突
破
、

警
報
無
視
、

一
時
停
止
確
認
の
不
履
行
)
に
よ
る
も

の
が
約
6
割
を
占
め
、
ま
た
自
動
車
が

関
与
し
て
い
る
も
の
が
大
多
数
を
占
め

て
い
ま
す
。
特
に
、
近
年
に
お
け
る
鉄

道
の
高
速
化
と
相
ま
っ
て
、

一
度
踏
切

事
故
が
発
生
す
る
と
、
多
数
の
死
傷
者

が
生
じ
る
な
ど
大
事
故
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
り
、
そ
の
損
害
は
甚
大
な
も
の

と
な
り
ま
す
。

踏
切
事
故
防
止
の
た
め
に
、
次
の
こ

と
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
踏
切
の
手
前
で
い

っ
た
ん
停
止
し
、

安
全
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
警
報
機
が
鳴
り
始
め
た
ら
、
踏
切
内

に
絶
対
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③
も
し
踏
切
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
と

き
は
、
遮
断
機
を
押
し
て
踏
切
外
に

出
て
く
だ
さ
い
。

11月14日(日)

11月20目的

11月21日(日)

④
踏
切
内
で
の
エ
ン
ス
ト
と
落
輪
の
防

止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

⑤
踏
切
内
で
車
が
動
か
な
く
な
っ
た
ら
、

ま
ず
は
列
車
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

@
電
化
さ
れ
て
い
る
区
間
は
、
踏
切
頭

上
の
電
線
な
ど
に
も
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

四
国
運
輸
局

電
気
コ
タ
ツ
や
エ
ア
コ

ン
を
上
手
に
使
お
う

電
気
コ
タ
ツ
や
エ
ア
コ
ン
の
活
躍
す

る
季
節
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

電
気
コ
タ
ツ
は
、
マ
ッ
ト
を
敷
き
大

き
め
の
掛
フ
ト
ン
に
毛
布
を
併
用
す
る

と
約
日
%
も
電
気
が
節
約
で
き
ま
す
。

温
度
は
適
温
に
調
整
し
、
使
用
し
な
い

と
き
は
必
ず
ス
イ

ッ
チ
を
切
り
ま
し
ょ

、つノ
。ま

た
、
こ
こ
数
年
で
、
急
速
に
普
及

し
た
エ
ア
コ
ン
。
窓
に
二
重
カ
ー
テ
ン

を
取
り
付
け
る
と
部
屋
の
暖
ま
り
方
が

違
い
ま
す
。
暖
房
時
の
設
定
温
度
は
却

℃
が
目
安
、

2
週
間
に
1
回
は
、
エ
ア

フ
ィ
ル
タ
ー
を
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

電
気
器
具
は
上
手
に
使
っ
て
、
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

棚
田
国
電
気
保
安
協
会

11月23日ω

11月27日出

11月28日(日)

お
お
す
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

V
伎
川
レ
オ
銅
版
画
展

日
月
5
日
幽
j

u
月
日比
日
同

V
卜

l
ル
&
デ
コ
ラ
テ
ィ
ブ

ぺ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
作
品
展

日
月
刊
白
川
wl
u
月
幻
日
同

V
矢
野
徹
作
陶
展

日
月
お
日
ω
1
1
月
羽
目
印

※
展
示
時
間
叩
時
i
U
時

最
終
日
は
、
凶
時
ま
で
。

【
休
館
日
の
お
知
ら
せ
】

お
お
ず
浪
漫
祭
準
備
・
撤
収
の
た
め
、

日
月
2
日
ω

・
4
日
附
は
、
休
館
し
ま

す。{
営
業
時
間
短
縮
の
お
知
ら
せ
】

日
月
か
ら
、
げ
時
で
閉
館
し
ま
す
。

3
月
か
ら
は
、
引
き
続
き
詑
時
ま
で

開
館
い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

お
お
ず
赤
煉
瓦
館

月末までの

大洲市内の交通事故

(有)内田電気水道設備

n25-2858 

岡福水道工事庖

n24-3656 

(有) オ クダ 設 備

n25-4107 

大 塚鉄工所

n25-0300 

側 西 田興産

n25-0211 

神 南 設備

n25-4684 

中央建設側

n24-3556 

久保鉄工所

まま 26-0537

(有)神 田鉄 工 所

n24-4122 

(有)菊地浄イ凶警センター

合 25-2745

城戸電業社

n25-2944 

松 浦 建設側

n25-5335 

(槻土居鉄工所

n24-4519 

(有)アサノ設備

合 24 -0 7 8 3 

(有)南予水道住設

n25-1350 

佐 藤水道庖

n24-4410 

(有)星 加 水道設備

まま 26-0 0 2 0 

上甲建設 (械

n24-5914 

徳森設備

n25-4023 

滝田商店

n25-0901 

9 

昨年同期9月末現在

229 202 数件

291 

2 

275 

2 

負傷者

者死

13 



保健センターだより
B23ー 0310

.乳幼児健康診査・

11月 2日ω 平成11年 6月生※

11月9日ω 平成10年 4月生

11月24日(水) 平成 8年10月生

受付時間 13:00~13:30 

実施場所総合福祉センター 2階

持参品母子手帳・アンケート

パスタオjレ(※のみ)

.10カ月児育児相談.

11月 1日伺) 平成11年 1月生

受付時間 9:30~10:00 

実施場所総合福祉センタ -2階

持参品 母子手帳・アンケート

パスタオル

-健康相談・栄養相談.

11月22日(月)

10:00~12 ・ 00 、 13:00~15 :00 

実施場所総合福祉センター 2階

持参品健康手帳(予約制)

.婦人がん検診のお知5せ4・
11月 5日幽 三善連絡所

受付時間 13 :OO~ 13:30 

検診料子宮がん検診 700円

乳がん検診 200円

※いずれも70才以上の方無料です0

.経口生ポリオワクチンの投与.

実施日 該当地区

11月10日制連絡所管内

11月17日(水) 肱北 ・喜多

11月25日(柑肱南・久米・平

該当者

l回目 平成11年 1月 1日 ~

6月30日生

2回目平成10年 7月 1日~

12月31日生

※生後90カ月までのお子さんで今

までに 2回服用できなかった人

受付時間 13 ・ 00~13:20

実施場所総合福祉センター 2階

持参品母子手帳

チャイルドノート

料 金無料

十市
一

a
相
尽
沼
県
内

一

一
9
一

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
利

一明日

一
用
く
だ
さ
い
。

一ず

一

【
交
通
事
故
相
談
】
(
愛
媛
県
)

-あ

一

日

時

日

月
8
日

間

四

時

1
日
時

7
3
一
場
所
市
役
所
2
階
会
議
室

一れ

一

日

時

日

月

n日
何

日

時

1
日
時

一回

一
場
所
市
役
所
3
階
会
議
室

一
」

【
人
権
相
談
】
(
法
務
省
)

一
日
時
日
月
日
日
開

叩
時
1
日
時

場
所

三
善
公
民
館

日
時
日
月
四
日
同
日
時
1
日
時

場
所
市
役
所
2
階
会
議
室

急
ぐ
と
き
は
法
務
局
包
@
4
1
5
5

ま
で
。

【
心
配
ご
と
相
談
】

o
一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

O
法
律
相
談
毎
週
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談
合
@
5
6
2
9
(
直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時

i
u
時
、
日
時
i
m
時

場
所
社
会
福
祉
協
議
会
相
談
室

(
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
階
)

【
家
庭
児
童
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
市
役
所
高
齢
福
祉
課

【
行
政
相
談
】
(
総
務
庁
)

日
時
日
月
初
日
出

9
時
i
u
時

場
所
市
民
会
館
会
議
室

急
ぐ
と
き
に
は
怨
@
5
6
6
0
(
政

所
)
ま
た
は
包
@
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
市
民
法
律
相
談
】

日
時
日
月
初
日
回
目
時
i
m
時

場
所
市
民
会
館
会
議
室

※
予
約
が
必
要
で
す
。
総
務
財
政
謀
行

政
係
含

@
2
1
1
1
(
内
線
3
2
8
)

【
社
会
保
険
相
識
】

日

時

日

月

5
日
樹
、
四
日
同

日
時
i
M
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
同
和
問
題
に
関
す
る
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
隣
保
館
包
@
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
8
@
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時
日
月
四
日
間

9
時
j
日
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

岡
上
回
喜
六
不
動
産

中
村
三
三
O
|
九
8
@
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

8
@日
併
h
M
M
U
ロ

【
ふ
れ
愛
ス
ク
ー
ル
相
談
電
話
】

不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
に
関
す
る
ご

相
談
は
何
で
も
承
り
ま
す
。

日

時

毎

日
8
時
加
分
j
口
時

会
(四
円
心

r
u

担
当
国
立
大
洲
青
年
の
家

【
定
期
税
務
相
談
】

日
時
日
月
四
日
幽

叩
時
j
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

【
保
健
所
告
種
相
談
】

各
種
医
療
・
保
健
・
福
祉
相
談
に
応

じ
ま
す
。

V
難
病
医
療
相
談

日
時
毎
月
第
3
火
曜
日

日
時
j
日
時

V
精
神
保
健
福
祉
相
談

日
時
毎
月
第
3
金
曜
日

日
時
j

m
時

V
エ
イ
ズ
検
査
・
相
談

日
時
毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

日
時
j

U
時

V
ピ
カ
イ
チ
歯
の
健
康
相
談

日

時

日

月

η
日

同

日

時

1
日
時

対
象
就
学
前
の
幼
児

(
4
1
6
歳
)

内
容
歯
科
検
診
、
は
み
が
き
指
導
、

フ
ツ
ソ
塗
布
、
健
康
相
談
な
ど

※
い
ず
れ
も
予
約
が
必
要
で
す
。

大
洲
保
健
所
宮
@
3
1
6
5

「
校

f
同
政
ゅ
の
知
町
川
」

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。

【
簿
記
】

受
付
期
間
口
月
1
日
i
u
月
日
日

試

験

日

四

月

3
日
幽

※
詳
し
い
内
容
の
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

商
工
会
議
所
g
@
4
1
1
ー
ま
で
。

|日曜祝祭日の当番医|

11月3日 亀井小医院(東大洲)

休j ft24-3757 

11月 7日 松尾産婦医院(中村)

(日) ft24-5803 

11月14日 池田泌医院(東大洲)

(日) ft24-3100 

11月21日 清家産婦医院(東大洲)

(日) 会 24-6868

11月23日 泉内医院(東大洲)

ω まま 24-6407

11月28日 松元産婦医院(中村)

(日) ft24-3067 

| 救急当番病院 | 
曜日によって救急当番病院

は変わります。昼間・夜間の

急患など、ご相談は、その日

の当番病院まで。

月・火曜日 市立大洲病院(西大洲)

n24-2151 

水曜日加戸病院(若宮)

n24-5101 

木~日曜日 大洲中央病院(東対州)

まま 24 -4 5 5 1 

献血のお知らせ
採血車が巡回し

ますので、ご協力 三ずー

をお願いします。 買 .b)

m1~必
11月4日同 司 J

市立大洲病院

愛 媛 銀 行

大洲記念病院

10:OO~ 12:00 

13:30~14:30 

15:00~16:30 

14 
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